
セイバーは風属性・壊滅の主力として、必殺技の山場を作りながら単体戦と複数戦の両方へ対応できるアタッカ

ーです。育成では数値だけを追うのではなく、行動順、会心の安定、EP回転、支援役との噛み合わせを一つず

つ整えることが重要です。この記事ではを軸に、実戦で迷いやすい判断を整理します。

最初に役割を決める

セイバーを編成する前に、主力として必殺技を通す場面と、通常の戦闘スキルでダメージを積み上げる場面を分

けて考えます。風弱点の敵には靭性削りも期待できますが、弱点が一致しない戦闘では支援量と耐久枠の安定を

優先してください。

会心と速度の整え方

まず会心率を確保し、必殺技が安定して会心になる土台を作ります。その後に会心ダメージと攻撃力を伸ばし、

編成の行動順に合わせて速度を調整します。速度を上げすぎて支援効果より先に動くと火力を受け取れないこと

があるため、支援役の速度と必殺技の使用タイミングを同時に確認しましょう。

光円錐と遺物の優先順位

光円錐は壊滅向けの会心、攻撃力、与ダメージを伸ばせるものから選びます。専用光円錐がなくても、手持ちの

代用で会心率と攻撃力を確保できれば実戦投入は可能です。遺物は最初から完璧な副ステータスを狙わず、会心

胴、速度または攻撃力の脚、風属性ダメージの次元界オーブを先に揃え、実戦で不足を確認してから更新しま

す。

編成の基本

セイバーには火力支援、EP支援、耐久役を合わせると扱いやすくなります。ギルガメッシュを所持している場

合はFateコラボ軸で必殺技火力と回転を高められます。ロビンやサンデーなどを使う場合は、行動順とSP消費

を見て、セイバーが必要な場面で戦闘スキルを使える余裕を残してください。

育成を止める基準

レベル、光円錐、主要軌跡、メインステータスが揃った時点で一度高難度へ挑みます。必殺技の回転が遅いなら

EP支援や速度を見直し、火力が不安定なら会心率を優先します。耐久が足りない場合は火力を削ってでも回復

やバリアを厚くし、継続して攻撃できる形を作る方が結果的に安定します。

星玉を使う前の確認

本体、光円錐、星魂を同時に追うと必要な星玉が増えます。まず無凸本体を確保し、手持ちの壊滅光円錐と支援

役で十分に運用できるか試してください。次の跳躍で狙いたいキャラがいる場合は、天井分を残してから光円錐

や星魂を検討すると失敗を減らせます。

まとめ

セイバーは必殺技を中心に、会心、攻撃力、速度、EP回転を編成全体で整えると力を発揮します。手持ちの支

援と耐久を先に決め、最低限の遺物で実戦確認を行い、不足している項目だけを伸ばす育成が効率的です。
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セイバーの会心、速度、攻撃力、EP回転を確認し、光円錐、遺物、支援役、耐久枠を手持ちに合わせて整える

ための育成メモです。

https://manabuy.com/ja/blog/honkai-star-rail/honkai-star-rail-saber-build-guide

